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 鹿児島県手連一日研修会（現地研修会） 

   ～出水のツルを見に行こう！！～ 
 

2014 .2.9   出水市ツル観察センター 

 ⇒ 飛翔館 ⇒ 武家屋敷 

 

報告者：鹿児島県 出森 

【ツル観察センター】    【ツルの羽数】 

 

これまで県手連研修会は, 鹿児島市を中

心にして実施してきましたが, 「現地研修

会」という形で各地区サークルのみなさん

との交流もできたらいいなと願っていまし

た。 

 今回の研修は, 出水にツルが飛来してい

る時期にしか実施できない内容でしたので, 

出水のサークル「まなづる」の皆さんに受

け入れをお願いしました。そして, サーク

ルだけでなく, 出水地区聴覚障害者協会の

皆さんにも全面的なご協力をいただいて, 

心のこもった応対をしていただきました。

そのことは, 参加者全員が実感したことだ

と思います。 

 初めての現地研修でしたので, どれだけ

の方が参加いただけるか不安もありました。

また, 1 週間ほど前に, ツルの第一陣が北

帰行を始めたという報道があったので, ど

れだけのツルが残っているかということも

気がかりでした。 けれども, 集合時刻の午

前１１時頃に鶴観察センターに着くと,す

でに大きな人だかりができていてびっくり

しました。また, ツルもたくさん群れてい

てほっとしました。現地の担当の方の話で

６４名の参加があったことを知りました。

大口サークル「コアラ」の１５名の皆さん

も参加いただいたことは, 本当にうれしく, 

ありがたいことでした。また, サークル会

員だけでなく, たくさんの聴覚障害者の方

にも参加いただけたことも意義深いことだ

ったと思います。                      

鶴観察センターでの見学（ガ     

イド付き）, 近くのコミュニティーセンタ

九手連広報紙  

は っ け ん 
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ー飛翔館での昼食・ 交流, 武家屋敷の見学

とい日程で研修・交流をしました。久しぶ

りの再会, 初めての出会い, それぞれの場

で手話を交えた楽しい語らいが続けられま

した。                       

 
第４３回耳の日記念集会 

 

平成２６年 3 月２日（日） 於：ウェルとばた 

記念講演：「67年間誰も知らないろう偉人」 

～連盟創立 70周年記念事業に向けて～ 

講師：一般財団法人全日本ろうあ連盟 

理事長  石野 冨志三郎氏 

 

報告者：北九州地区新虹の会  

高橋知恵子 
 

３月２日(日)第 43回耳の日記念集会に

参加しました。開場前から大勢の人が集ま

ってあちこちで「お久しぶり」「元気だった」

と手話が飛び交い、皆さんとても和やかで

楽しそうでした。 

耳の日とは耳から入る情報の多さ・重要

さを理解し、耳を大切にし、感謝の心を忘

れないでほしいという日ですが、開会の言

葉や来賓の挨拶の中でも、聴覚障がい者は

目に見えないため情報やコミュニケーショ

ンが取り難いと言われていました。石野富

志三郎氏の記念講演でも、ろうあ運動に尽

力された方々のお話がありました。 

口話主義者でありながら「てまね(手話)は

ことばである」と言った、吉川吉之助・は

ま子氏は障がい者をインテグレ―ション

（差別なく地域社会と密着した中で生活で

きる）を推進し、聾学校卒業者や女性の就

労の難しさを指摘し技術訓練校の必要性を

説きましたが、周りの冷たい視線に失望し

たそうです。「京都聾唖院を設立」された方

や戦時中は「日本ろうあ協会」、戦後「日本

ろうあ連盟」を結成した土屋さん・大家さ

ん・高田さんらがいろんな差別問題や知る

権利の為に行動を起こし改革していったそ

うです。財団法人設立時の書類には４大事

業（新聞・図書出版・援護施設・身の上相

談）があったそうです。 

先人の活動を踏まえ「手話言語法」の制

定や、３年後福岡県で開催される連盟設立

７０周年記念の「第６５回全国ろうあ者大

会」を皆さんと一緒に取り組み成功させま

しょうとのお話でした。 

休憩の後の手話劇「ブラザー」はとても

面白く楽しむことができました。周りに一

人でも理解してくれる人がいれば、幸せな

んだなとわかりました。これからも手話を

通じて、少しでもお手伝い出来ればいいな

と思いながら家路につきました。 

 

三月二日耳の日記念の集いに参加して         

報告者：多久手話の会 

 

金持義和さんの講演では、生い立ちから

デフリンピック出場までの苦労や葛藤など

があったけど周りからの支えや協力があっ

たから今の自分がある。親への反抗などが

あったけど親や姉弟の存在が彼の気持ちを

成長させたのだと思いました。自分の大好

きな水泳を続けるために大阪で一人暮らし

を始めたことには感心しました。引き続き

母親のカツコさんの講演がありました。カ

ツコさんは、なぜ自分の子供が障害を持っ

て生まれて来たのかずいぶんと自分自身を

責め苦しまれた様でしたが自分の子供達が

子ども同士何の違和感もなく普通に会話を

している姿を見て気持ちが前向きになれた

と話されました。井崎哲也さんのワークシ

ョップでは伝えることの難しさ、伝えるこ

との大切さを皆で楽しく体験しました。 
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平成 25年度熊本県手話サークル 

「わかぎ」研修会 

日時；平成 26年 2 月 9日（日） 

会場；熊本大学 

テーマ 

「防災・減災～今の私たちにできること～」 

 

東日本大震災や北部九州豪雨災害など、

日本各地、世界各国で様々な災害が起き、

甚大な被害が発生しています。この様な中、

いつ何時、私たちの身の回りに災害が発生

するか分かりません、特に聴覚障害者に対

する情報保障を含め、私達手話サークルが

果たすべき役割について、改めて考えてい

く必要があると思い、今年度の研修会では

「防災・減災」に対し、今の私たちにでき

ることについて、みんなで考える場にしま

した。 

午前の部では講師に長崎県諫早手話サー

クル会長の鶴川さんに災害ネットワーク作

りの話しをして頂きましたが、地域で継続

され、またパワーアップされている活動に

本当に感心させられました。そして、参加

者には、この研修会の内容を地域に持ち帰

り、これからの活動にいかす貴重な材料に

して頂きたいと思いました。 

 

「耳の日ふれあい‘１４」   

 you me タウンあらおシティーモール店にて 

熊本の県北地域でろう協支部と手話サー

クルわかぎと合同で市民に対する啓発運動

を行いました。今までは室内で講演会を開

いたり、各地域から体験発表をしたりして

いましたが、今年は、初めての試みとして、

平成 26 年 3 月 9 日（日）に you me タウン

で一般市民を対象に「ろう者からのメッセ

ージ」「手話サークルからのメッセージ」と

題しチラシの配布や、「ミニ手話教室」を開

いたり、「手話落語」をやりしました。 

でも、チラシを手渡そうとしてもなかな

か貰ってもらえず、ミニ手話教室にも興味

を持って習いにみえる方も数えるくらいで、

手話への関心の薄さを感じました。 

しかし、県北地域のろう者やサークル会員

が一堂に会し 40 人以上の参加があった事

は、他の地域の人達と交流を深める為にも

得るものがあったようです。 

そして、これからも啓発運動を定着させ、

市民の皆さんに関心を持って頂けるように

活動をしていきたいと思います。 

 
 

第４５回 耳の日福祉大会 in いさはや 

報告者：長崎通信員 草野 

 

２０１４年３月２日、いいもりコミュニ

ティー会館にて開催されました。長崎県で

はろう協支部が４つあり、持ち回りで行な

っています。今回は諫早支部が担当しまし

た。 

オープニングには、長崎県が今年の国体開

催県と言う事もあり、大会キャラクターの

ガンバくん＆ランバちゃん と一緒に「が

んばらんば体操」を行って体をほぐした後、

組織発展功労者表彰や議事を、進められま

した。 

 
午後のアトラクションは、五十嵐 由美

子さん・河合 祐三子さんの W ユミコさん

による演劇「おんな・女・オンナ」・トーク

ショウ―と、一人芝居を繰り広げて頂きま

した、とても楽しい時間はあっという間に
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過ぎてしまいました。  

最後は全員で、諫早地方の伝統芸能「のん

のこ踊り」（小皿２枚を両手に持って踊る）

を、舞台と会場が一体となり最高に盛り上

がりました！   

 
 

大分県手連研修会 

報告者：武原孝司 

 ３月３０日（日）に大分県手連研修会「第

２回大分県手話通訳者認定試験対策講座」

が行われました。 

７月に大分県聴覚障害者協会が実施する

手話通訳者認定試験の対策講座として受験

を考えている人、将来チャレンジを目指す

人、１０数名が参加しました。 

過去に試験を受けた人、まだ経験がない

人、それぞれに緊張した表情で最初の説明

を聞いていました。 

 

内容は筆記の模試、読み取り通訳、聞き

取り通訳、グループ面接など試験当日と同

じ進行です。講師に３名の手話通訳士を迎

え、聞き取り通訳ではビデオ撮影を行い、

講師にアドバイスをその場で頂ける等、充

実した研修になりました。参加者から試験

合格者がでると嬉しいと思っています。 

 

九州手話サークル連絡協議会 

（事務局）〒８６1－０143       発行責任者：中元 教博 

 熊本県熊本市北区植木町大和３４－２  広報担当者：武原 孝司（大分） 

              森 保夫  発行年月日：平成２６年６月２0日 

 

編集後記 

 この度は、発行が遅くりましたこ

と心よりお詫び申し上げます。大変

早くから頂いていた記事が情報とし

て遅いものになりましたこと本当に

申し訳ありませんでした。 

 さて、梅雨で大雨となり今年度よ

り小さな畑の管理が仕事になった私

としては気が気でありません。恵み

の雨として嬉しい反面、降りすぎる

とダメになるからです。作物を育て

ていると人を育てるのと同じだなぁ

と感じながら、自分に育てる力が足

りないことを実感します。自分も育

ちたいと思うこの頃です。 


